
長 崎 県 地 方 史 だ よ り (第 76号 )

生
が
創
設
さ
れ
、
先
生

の
没
後
も
、
会
員
が

そ
の
遺
志
を
継

い
で
継
続
し
て
お
り
ま
す
こ

平
成
二
十
四
年
二
月
、
四
十
周
年
記
念
誌

一
長
崎
史
料
叢
書

・
第
十

一
集
」
を
発
刊
し

ま
し
た
´
平
成

二
十
八
年
六
月

に
は
、
「
長

崎
史
料
叢
書

・
第
十
二
集
」
を
発
刊
し
て
お

―，
ま
す

）^

最
近
、
本
会

の
勉
強
会

で
読
ん
で
い
る
、

文
書
は
、
福
岡
県
立
図
書
館
所
蔵

の

「
黒
田

家
文
書
」
の
う
ち

の
、
「
長
崎
警
衛
関
係
資
料
」

で
す
。

「
黒
田
家
文
書
」
を
読
む
サ
ー
ク
ル
は
福

岡
市
に
三
団
体
ほ
ど
あ
り
ま
し
て
、
最
近
は

そ

の
グ
ル
ー
プ
と
本
会

の
交
流
を
行

っ
て
、

意
見
交
換
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
福

岡

の
黒

田
家
文
書
を
読
む
会

か
ら
多
数

の

方

々
が
お
見
え
に
な
り
、
本
会

の
会
員
が
長

崎
港
巡
り

の
案
内
を
し
ま
し
た
。

平
成

二
十
九
年

二
月
十
九
日
、
日
曜
日
、

本
会
よ
り
三
名

の
会
員
が
福
岡
県
立
図
書
館

に
赴
き
、
福
岡
市

の
団
体
代
表
五
名
と
懇
談

し
ま
し
た
。
長
崎
警
衛

の
台
場

の
こ
と
な
ど

が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

以
上
が
本
会

の
最
近

の
主
な
活
動
状
況
で

す
。

●
長
崎
史
談
会

平
成
二
十
八
年
度
活
動
報
告

例
年
の
如
く
長
崎
市
寺
町
の
黄
楽
宗
東
明

山
興
福
寺
に
お
い
て
献
茶
式
お
よ
び
原
田
会

長
の
記
念
講
演
、
長
崎
史
談
会
関
係
の
物
故

者
供
養
の
後
で
庫
裡
で
年
次
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
今
後
の
活
動
拡
大
を
目
指
し
て
長

崎
史
談
会
の
特
定
非
営
利
活
動
法
人
、
い
わ

ゆ
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
と
す
る
活
動
方
針
を
決

定
し
、
鋭
意
羊
常

を
■
一め
て
七
二
Ｆ
三
二
ヽ

平
成
二
十
九
年
二
月
に
長
■
．其
よ

，
Ｉ
Ｉ
〓

さ
れ
平
成
二
十
九
年
度
か
ら
は
■
定
井

，
■

活
動
法
人
長
崎
史
談
会
と
し

て
新
た
な

ス

タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

主
な
役
員
と
し
て
は
原
田
会
長

の
ほ
か
、

幹
事
長
に
村
崎
春
樹
氏
、
会
計
に
後
藤
義
雄

氏
を
選
任
し
ま
し
た
。
ま
た
長
崎
学
公
開
講

座
並
び
に
史
跡
め
ぐ
り
の
テ
ー

マ
を

「
長
崎

の
寺
院
」
と
し
て
長
崎
市
周
辺
の
寺
院
を
対

象
に
公
開
講
座
を
年
六
回
開
催
し
延
べ
参
加

者
四
三
五
人
、
史
跡
め
ぐ
り
も
年
六
回
行

い

三
六
〇
人
合
わ
せ
て
七
九
五
人
の
方
に
参
加

い
た
だ
き
、
ほ
ぼ
前
年
並

の
実
績
を
確
保
出

来
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
研
究
発
表
会

と
し
て
の

「
例
会
」
は
毎
月
開
催
し
て
十
二

名

の
発
表
が
あ
り
、
そ
の
な
か
で
も
原
田
会

長

の

「
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
シ
ー
ボ
ル
ト

コ
レ
ク

シ
ョ
ン
」
や
純
心
大
学
滝
澤
教
授

の

「
ス
ペ

イ
ン
系
修
道
会
と
長
崎
」
な
ど
学
術
性

の
高

い
発
表
が
あ
り
、
延
べ
四
二
五
人

の
会
員

の

参
加
が
あ
り
大
変
好
評
を
得
ま
し
た
。
こ
の

他
に
も
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
で
開
催
さ
れ

た

「
よ
み
が
え
れ
―
シ
ー
ボ
ル
ト
の
日
本
博

物
館
」
展
に
当
会
原
田
会
長
が
そ
の
調
査
に

参
加
し
た
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
シ
ー
ボ
ル

ト
関
係

の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
多
く

の
会

員
が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
長
崎
市
が
長
崎

歴
史
文
化
博
物
館
内
に
長
崎
市
長
崎
学
研
究

所
」
を
開
設
し
た
。
こ
の
研
究
所
を
事
務
局

に
、
長
崎
市
に
あ
る
五

つ
の
大
学
と
民
間
の

郷
土
史
研
究
団
体

が
相
互

の
情
報
交
換

の

場
と
し
て

「
長
崎
学
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
」

が
発
足
し
、
色

々
な
情
報
交
換
を
行
う
と
共

に

〓
町̈
究
発
表
会
」
や

一
学
習
会

一
を
開
催

レて
、　
一
■
一一、⊃
べ
至
一（
も
ｔ
ぐ
七
たヽ
参

Ｉ
し

ま

レ
一
一　
　
一一（一．・・
一一．
．二
・一一・一一　
一一
一一一（
一一一一一十
一
・一
一
一
・一一一、

の
一
Ｉ
ｋ
一　
一
一
〓
ｒ
一
多
二
こ
へ
一‐■
三
ｒ
ｉ
つ
二
八　
ン

ま
し
た

●
長
崎
女
性
史
研
究
会

二
〇

一
六
年
度
も
月

一
回
の
例
会
を
、
主

と
し
て
ア
マ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
開
催
し
た
。

戦
後
も
七
十

一
年
目
を
迎
え
、
長
崎
の
戦

前
戦
後
の
こ
と
を
実
際
に
体
験
し
た
人
も
少

な
く
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
聞
き
取
り
を

中
心
に
進
め
る
こ
と
と
し
た
。
様
々
な
分
野

で
活
躍
し
て
こ
ら
れ
た
女
性
た
ち
に
開
き
取

り
を
行
い
、
長
崎
の
町
が
ど
う
変
わ

っ
た
か
、

長
崎
の
女
性
た
ち
が
ど
う
生
き
て
き
た
の
か

を
記
録
に
残
す
取
り
組
み
で
あ
る
。
各
月
の

テ
ー
マ
は
次
の
通
り
で
あ

っ
た
。

四
月
　
「渡
辺
千
恵
子
」
資
料
に
つ
い
て

五
月
　
「被
爆
七
十
年
　

ンヾ
ェ
ン
ダ
ー
フ

ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
広
島
」
報
告

六
月
　
聞
き
取
り
調
査
に
つ
い
て
の
話
し
合

い

七
月
　
一膝
井
千
鶴
枝
さ
ん
の
お
話

「長
崎
海

産
物
間
屋
の
戦
前

・
戦
後

・
現
在
」

八
月
　
聞
き
取
り
調
査
の
方
法
に
つ
い
て
の

勉
強
会

九
月
　
橋
本
鈴
子
さ
ん
の
お
話

「銀
嶺
は
青

春
の
思
い
出
の
場
」

十
月
　
間
き
取
り
の
ま
と
め
方
に
つ
い
て
の

話
し
合
い

十

一
月
学
徒
動
員
に
つ
い
て
の
勉
強
会

十
二
月
今
後
の
聞
き
取
り
調
査
に
つ
い
て

の
打
ち
合
わ
せ

一
月
　
伊
藤
ミ
ツ
子
さ
ん
の
お
話

「
長
崎

の

女
性

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
草
分
け
と
し

Ｃ́
一

二
Ｉ
´

元
山
喜
恵
子
さ
ん
の
お
話

「勤
労
動

員
つ

；
…二
任
ヒ
戦
後

の
生
き
方
」

二
月
　
ヽ
ヽ
生
二

、
の
一■
一一一
の
確
認

●
平
戸
史
談
会
活
動
報
告

平
成
二
十
八
年
度
で
最
も
大
き
な
活
動
は
、

平
戸
史
談
会
が
主
管
と
な
り
十
月

一
日
に
開

催
し
た

「松
浦
党
研
究
会
現
地
研
修
会

（平

戸
島
中
部
地
区
と

で
す
。
当
日
は
、
会
員

百
四
十
五
名

・
普
通
車
三
十
台

・
バ
ス
三
台

で
の
大
規
模
な
も
の
で
し
た
。
道
案
内
会
員

だ
け
で
は
人
手
が
足
り
ず
、
ア
ル
バ
イ
ト
を

一屁
う
な
ど
し
て
対
応
し
ま
し
た
ｃ
主
な
研
修

先
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

①

鄭
成
功
記
念
館

鄭
成
功
は
、
中
国
人
海
商
で
平
戸
を
根
拠

地
と
し
活
動
し
た
鄭
芝
龍
を
父
に
、
平
戸
川

内
の
田
川
マ
ツ
を
母
に

一
六
二
四
年
七
月

一

四
日
、
平
戸
川
内
で
誕
生
し
ま
し
た
。

②

普
門
寺

（旧

・
龍
瑞
寺
）

臨
済
宗
妙
心
寺
派
。
も
と
は
平
戸
城
下
に

天
雙
公
義

（？
―

一
四
七
〇
）
が
室
町
幕
府

六
代
将
軍
足
利
義
教
を
弔
う
た
め
に
創
建
さ

れ
ま
し
た
。
木
ヶ
津
の
現
在
地
は
、
義
の
隠

居
所

・
墓
所
で
す
。
普
門
寺
は

一
度
中
絶
し

ま
す
が
元
禄
時
代
に
再
興
さ
れ
ま
し
た
。

③

根
獅
子
の
浜

（キ
リ
シ
タ
ン
関
係
遺
跡
）

根
獅
子
ヶ
浜
で
も
多
く
の
殉
教
が
あ
り
聖

地
と
な

っ
た
。
砂
浜
に
は
昇
天
石
と
い
う
殉

教
に
ち
な
む
岩
が
あ
り
ま
す
。


